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一
、
中
国
学
に
お
け
る
「
吃
音
」
認
識

一
般
に
中
国
学
の
範
疇
に
お
い
て
、
現
代
医
療
の
中
で
発
達
障
害
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
吃
音
」
が
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
に
あ
っ
て
吃
音
の
症
状
を
持
つ
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
韓

非
子
を
初
め
に
、
司
馬
相
如
や
揚
雄
、
左
思
な
ど
が
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た（

１
）。

非
爲
人
口
吃
、
不
能
道
説
、
而
善
著
書
。

 

（
韓
）
非
の
為
人
は
口
吃
、
説
を
道い

ふ
こ
と
能
は
ず
、
而
も
著
書
を
善
く
す
。

 

（『
史
記
』
巻
六
十
三  

韓
非
伝
）

相
如
口
吃
而
善
著
書
。
常
有
消
渴
病
。

 

（
司
馬
）
相
如
は
口
吃
に
し
て
而
も
著
書
を
善
く
す
。
常
に
消
渇
の
病
有
り
。

 

（『
漢
書
』
巻
五
十
七
下  

司
馬
相
如
伝
下
）

中
国
中
古
以
前
に
は
吃
音
を
「
口
吃
」
と
一
般
に
呼
称
し
、
こ
れ
は
現
代
中
国
語
で
も
同
様
で
あ
る
（
但
し
、「
結
巴jie3ba

」
が
よ

り
一
般
的
）。
韓
非
子
（
前
二
八
〇
？
~
前
二
三
三
）
は
吃
音
の
た
め
口
頭
で
の
自
説
の
開
陳
に
難
が
あ
っ
た
が
、『
韓
非
子
』
中
の
諸

篇
に
明
ら
か
な
よ
う
に
著
述
に
秀
で
て
い
た
。
司
馬
相
如
（
前
一
七
九
~
前
一
一
八
）
も
吃
音
の
症
状
が
あ
り
つ
つ
も
賦
の
創
作
に
優

れ
、
吃
音
と
は
別
に
「
消
渇
病
（
糖
尿
病
）」
も
患
っ
て
い
た
と
い
う
。

栗

山

雅

央

中
国
中
古
以
前
の
吃
音
（
発
話
の
非
流
暢
性
）
へ
の
認
識
と
理
解

	

― 「
吃
」「
訥
」
を
例
に
―
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筆
者
が
こ
こ
で
敢
え
て
彼
ら
に
触
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
「
吃
音
」
を
症
状
に
持
つ
人
物
と
「
文
章
創
作
」
と
の
間
に
い
か
な
る
関

わ
り
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
疑
問
を
持
っ
た
た
め
で
あ
る
。
よ
り
直
截
に
言
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
四
人
の
う
ち
、
韓
非
子
を
除
く
三

人
が
賦
の
名
手
と
し
て
文
学
史
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
左
思
を
外
し
た
三
人
が
前
漢
以
前
に
活
動
し
た
（
左
思
を
含
め
た
と
し
て
も

西
晋
以
前
に
限
定
さ
れ
る
）
が
、
こ
う
し
た
文
体
と
活
動
時
期
の
集
中
が
何
故
に
起
こ
り
得
た
の
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
は
吃
音
を
初
め
と
す
る
発
話
に
困
難
の
あ
る
人
々
の
時
代
毎
の
出
現
状
況
な
ど
が
未
整
理
で
あ
り
、

問
題
と
し
て
そ
も
そ
も
成
立
し
得
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
史
書
や
類
書
を
中
心
に
こ
う
し
た
人
々
を
整
理

し
た
結
果
、
十
分
に
考
察
す
る
に
値
す
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
基
礎
段
階
と
し
て
、
本
稿
で
は
こ

う
し
た
症
状
を
持
つ
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
中
国
の
歴
史
上
に
登
場
す
る
か
を
整
理
し
、
中
国
中
古
以
前
の
吃
音
を
含
む
「
発
話
の
非
流
暢

性
」
を
持
つ
人
々
を
対
象
に
そ
の
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
示
し
、
先
の
問
題
が
成
立
す
る
か
否
か
の
回
答
を
示
し
た
い
。

な
お
、
現
代
医
学
に
お
け
る
「
吃
音
」
と
は
、
言
葉
を
な
め
ら
か
に
発
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
（
非
流
暢
性
）
発
話
障
害
の
こ
と
を

指
す（

２
）。
そ
の
症
状
は
、
音
の
繰
り
返
し
（
連
発
）、
引
き
伸
ば
し
（
伸
発
）、
言
葉
を
出
せ
ず
に
間
が
あ
い
て
し
ま
う
（
ブ
ロ
ッ
ク
・
阻

止
・
難
発
）
に
分
類
さ
れ
る
。
症
状
そ
の
も
の
も
、
発
達
性
吃
音
と
獲
得
性
吃
音
の
二
種
類
に
分
類
が
で
き
、
前
者
は
幼
児
期
に
二
語

以
上
の
複
雑
な
言
語
を
発
話
す
る
段
階
で
発
症
す
る
場
合
が
多
く
、
体
質
や
発
達
状
況
、
環
境
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
、

そ
の
八
割
前
後
が
自
然
治
癒
す
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
後
者
は
神
経
学
的
疾
患
や
脳
損
傷
、
心
的
外
傷
を
原
因
と
し
て
青
年
期
以
降
で

の
発
症
が
多
い
。
な
お
、
現
代
医
学
の
分
類
が
中
国
に
お
い
て
も
通
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
て
お
く
。

二
、「
発
話
の
非
流
暢
性
」
の
指
示
範
囲

そ
も
そ
も
中
国
中
古
の
「
発
話
の
非
流
暢
性
」
と
い
う
概
念
に
対
し
、
現
代
医
学
の
理
解
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
少
し
難

し
い
よ
う
で
あ
る
。
先
に
韓
非
子
と
司
馬
相
如
を
吃
音
者
の
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
韓
非
子
は
そ
の
「
為
人
」
が
「
口
吃
」
で
あ
っ
た

と
、
個
人
の
性
質
に
吃
音
が
含
ま
れ
る
。
司
馬
相
如
も
こ
う
し
た
側
面
が
強
く
見
え
る
一
方
、「
消
渇
病
」
と
併
置
さ
れ
る
よ
う
に
「
病
」

と
し
て
も
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
「
発
話
の
非
流
暢
性
」
を
示
す
語
彙
の
範
囲
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

中
国
中
古
以
前
の
吃
音
（
発
話
の
非
流
暢
性
）
へ
の
認
識
と
理
解
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吃
音
を
含
む
発
話
が
滑
ら
か
に
い
か
な
い
状
態
を
形
容
す
る
場
合
に
は
、「
吃
」「
訥
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。『
説
文
解
字
』
に
は

「
吃
」
と
は
「
言
蹇
難
也
（
言
ふ
こ
と
の
蹇
難
な
り
）」
と
あ
り
、
発
話
が
自
然
に
で
き
な
い
困
難
を
意
味
し
、
同
じ
く
「
訥
」
も
「
言

難
也
（
言
ふ
こ
と
の
難
な
り
）」
と
あ
り
、
段
玉
裁
注
に
は
後
述
の
『
論
語
』
里
仁
篇
の
一
節
を
引
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
包
咸
注
に

「
訥
、
遲
鈍
也
（
訥
は
遅
く
鈍
き
な
り
）」
と
、
こ
れ
は
発
話
速
度
の
遅
さ
を
示
し
て
い
る
。「
訥
」
は
現
在
も
「
木
訥
」
と
言
う
よ
う
に

個
人
の
性
質
と
極
め
て
接
近
し
た
字
で
あ
り
、
か
つ
発
言
の
多
寡
の
区
別
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
先
秦
時
期
に
は
孔
子
の

言
説
の
中
に
当
時
の
「
訥
」
理
解
が
看
て
取
れ
る
。
ま
ず
は
「
訥
」
と
の
比
較
と
し
て
『
論
語
』
学
而
篇
を
挙
げ
る
。

子
曰
「
巧
言
令
色
、
鮮
矣
仁
。」

 

子
曰
く
「
巧
言
令
色
、
鮮
し
仁
」
と
。

飾
り
立
て
た
言
葉
や
取
り
繕
っ
た
表
情
を
す
る
者
は
仁
に
欠
け
る
と
孔
子
が
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
巧
言
」
に
相
対
す
る
も
の
と

し
て
同
子
路
篇
に
次
の
例
が
見
え
る
。

剛
毅
木
訥
、
近
仁
。

 

剛
毅
木
訥
は
仁
に
近
し
。

意
志
が
強
く
、
飾
り
気
が
な
く
寡
黙
な
者
は
仁
に
極
め
て
近
し
い
位
置
に
あ
る
と
孔
子
は
評
す
。
仁
を
評
価
の
基
準
に
定
め
た
上
で

「
巧
言
」
よ
り
も
「
木
訥
」
な
性
質
を
上
位
に
挙
げ
る
。
同
様
の
傾
向
は
同
里
仁
篇
に
も
確
認
で
き
る
。

君
子
欲
訥
於
言
、
而
敏
於
行
。

 

君
子
は
言
に
訥
に
し
て
、
行
ひ
に
敏
な
ら
ん
と
欲
す
。

こ
こ
で
は
君
子
の
在
り
方
と
し
て
、
発
言
は
慎
重
に
行
動
は
機
敏
に
あ
れ
か
し
と
説
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
寡
黙
」
的
傾
向
が
評

価
さ
れ
た
上
で
「
訥
」
が
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
「
仁
」
と
い
う
儒
教
的
価
値
観
を
軸
と
し
た
上
で
の
発
話
の
多
寡
を
問
題

に
す
る
が
、
発
達
障
害
に
基
づ
く
口
数
の
少
な
さ
や
非
流
暢
さ
を
示
す
「
訥
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
も
確
認
さ
れ
る
。

思
遂
感
激
勤
學
、
兼
善
陰
陽
之
術
。
貌
寢
、
口
訥
、
而
辭
藻
壯
麗
。
不
好
交
遊
、
惟
以
閑
居
爲
事
。

 
 （

左
）
思
遂
に
感
激
し
て
学
に
勤
め
、
兼
ね
て
陰
陽
の
術
を
善
く
す
。
貌
は
寝み
に
くく
、
口
は
訥
、
而
も
辞
藻
は
壮
麗
な
り
。
交
遊
す

る
を
好
ま
ず
、
惟た

だ
閑
居
を
以
て
事
と
為
す
。
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（『
晋
書
』
巻
九
十
二  

文
苑  

左
思
伝
）

西
晋
の
左
思
（
二
五
三
~
三
〇
七
）
に
対
し
て
「
口
訥
」
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
従
来
よ
り
吃
音
を
示
す
字
句
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る（

３
）。
こ
の
よ
う
に
障
害
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
吃
音
」
と
、
個
人
の
性
質
と
し
て
理
解
さ
れ
る
「
寡
黙
、
木
訥
」
と
い
っ

た
口
数
の
少
な
さ
を
同
列
に
並
べ
て
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中
古
以
前
の
中
国
に
あ
っ
て
は
「
吃

音
」
は
現
在
と
は
異
な
り
明
確
に
障
害
と
し
て
で
は
な
く
、
お
よ
そ
実
際
に
表
に
出
て
く
る
現
象
、
こ
こ
で
は
「
発
話
が
非
流
暢
で
あ

る
こ
と
」
と
い
っ
た
大
枠
の
中
で
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
は
先
に
『
論
語
』
に
見
た
「
訥
於
言
」
の
用
法
の
変
化
か
ら

も
予
想
で
き
る
。『
論
語
』
里
仁
篇
で
は
「
敏
於
行
」
と
対
置
し
て
、
発
言
に
慎
重
を
期
す
と
い
う
個
人
の
性
質
や
態
度
を
意
味
し
た

が
、
後
世
は
同
じ
く
「
訥
於
言
」
で
現
在
の
「
吃
音
」
に
近
い
症
状
を
示
す
場
合
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

摩
訶
訥
於
言
、
恂
恂
長
者
。

 
 （

蕭
）
摩
訶
は
言
に
訥
な
る
も
、
恂
恂
た
る
長
者
な
り
。

 

（『
南
史
』
巻
六
十
七  

蕭
摩
訶
伝
）

こ
れ
だ
け
で
は
蕭
摩
訶
（
五
三
二
~
六
〇
四
）
が
訥
弁
な
の
か
吃
音
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い
が
、『
陳
書
』
の
史
臣
評
よ
り
判
断
が

可
能
で
あ
る
。

然
口
訥
心
勁
、
恂
恂
李
廣
之
徒
歟
。

 
 （

蕭
摩
訶
）
然
し
て
口
は
訥
な
る
も
心
は
勁
く
、
恂
恂
と
し
て
李
広
の
徒
な
る
か
。

 

（『
陳
書
』
巻
三
十
一  

史
臣
評
）

こ
こ
で
は
『
南
史
』
で
述
べ
る
「
訥
於
言
」
を
「
口
訥
」
と
言
い
換
え
て
お
り
、
こ
れ
は
左
思
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
吃
音

を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
、「
恂
恂
李
廣
」
は
前
漢
の
李
広
を
指
し
、
後
述
の
よ
う
に
彼
も
吃
音
が
伝
え
ら
れ
る
一
人
で
あ
る
。

以
上
、「
訥
於
言
」
を
例
と
し
て
眺
め
て
み
る
に
、
こ
と
「
発
話
の
非
流
暢
性
」
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
、
中
国
中
古
に
あ
っ
て
は
個

人
の
性
質
と
現
在
の
障
害
と
は
境
界
が
曖
昧
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
障
害
に
よ
っ
て
発
話
を
滑
ら
か
に
紡
ぎ
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
吃
音
と
、
性
質
と
し
て
訥
々
と
言
葉
を
吐
き
出
し
て
い
く
状
態
と
は
、「
発
話
が
非
流
暢
で
あ
る
」
と
い
う
一
点
に
お
い
て

同
質
で
あ
り
、
恐
ら
く
中
国
中
古
以
前
に
は
こ
こ
に
明
確
な
区
別
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
吃
」

中
国
中
古
以
前
の
吃
音
（
発
話
の
非
流
暢
性
）
へ
の
認
識
と
理
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「
訥
」
を
用
い
た
語
句
を
直
接
の
対
象
と
し
、
ま
ず
は
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で
の
出
現
状
況
を
整
理
し
て
い
き
た
い（

４
）。

三
、
出
現
状
況
に
対
す
る
各
時
代
の
傾
向

「
発
話
の
非
流
暢
性
」
を
持
つ
人
々
は
各
時
代
に
確
認
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
人
々
の
登
場
頻
度
や
彼
ら
に
対
す
る
周
囲
の
態
度
を
基

準
と
し
て
、
先
秦
か
ら
両
漢
時
期
、
魏
晋
南
北
朝
時
期
、
唐
代
の
三
段
階
に
区
別
が
で
き
る
。

（
１
）
先
秦
か
ら
両
漢
時
期

先
秦
か
ら
両
漢
時
期
に
か
け
て
は
、
本
稿
冒
頭
に
例
示
し
た
韓
非
や
司
馬
相
如
の
ほ
か
に
多
く
の
人
物
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
は
司
馬
相
如
と
同
じ
く
吃
音
症
状
を
持
つ
文
人
の
代
表
と
し
て
揚
雄
（
前
五
三
~
一
八
）
が
い
る
。

爲
人
簡
易
佚
蕩
、
口
吃
不
能
劇
談
、
黙
而
好
深
湛
之
思
。

 
 （

揚
雄
）
為
人
は
簡
易  

佚
蕩
と
し
て
、
口
吃
な
れ
ば
劇
談
す
る
能
は
ず
、
黙
し
て
而
も
好
く
深
湛
の
思
を
な
す
。

 

（『
漢
書
』
巻
八
十
七
上  

揚
雄
伝
上
）

揚
雄
は
「
口
吃
」
の
た
め
に
激
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
沈
思
黙
考
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
晋
灼
の
注
も
あ
り
、「
或

作
遽
、
遽
、
疾
也
。
口
吃
不
能
疾
言
（
或
い
は
遽
に
作
る
、
遽
は
疾
な
り
。
口
吃
は
疾
言
す
る
こ
と
能
は
ず
）」
と
、
発
話
の
速
度
の
問

題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
流
暢
性
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
文
人
を
除
く
吃
音
症
状
が
あ
る
人
物
の
代
表
と
し
て
は
、

前
漢
の
初
め
に
高
祖
劉
邦
の
旗
揚
げ
か
ら
従
っ
た
周
昌
（
？
~
前
一
九
二
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

昌
爲
人
吃
、
又
盛
怒
、
曰
「
臣
口
不
能
言
、
然
臣
期
期
知
其
不
可
。
陛
下
欲
廢
太
子
、
臣
期
期
不
奉
詔
。」
上
欣
然
而
笑
。
卽
罷
。

呂
后
側
耳
於
東
箱
聽
、
見
昌
、
爲
跪
謝
曰
「
微
君
、
太
子
幾
廢
。」

 
 

昌
は
為
人
は
吃
、
又
た
盛
ん
に
怒
り
て
曰
く
「
臣
の
口
は
言
ふ
こ
と
能
は
ず
、
然
れ
ど
も
臣
は
期
期
と
其
の
可
な
ら
ざ
る
を
知

る
。
陛
下
は
太
子
を
廃
す
る
を
欲
す
る
も
、
臣
は
期
期
と
詔
を
奉
ぜ
ず
」
と
。
上
は
欣
然
と
し
て
笑
ふ
。
即
ち
罷
む
。
呂
后
耳

を
東
箱
に
側
だ
て
て
聴
け
ば
、
昌
を
見
て
、
為
に
跪
謝
し
て
曰
く
「
君
微
か
り
せ
ば
、
太
子
は
幾
ど
廃
さ
れ
ん
と
す
」
と
。
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（『
漢
書
』
巻
四
十
二  

周
昌
伝
）

こ
こ
に
見
え
る
周
昌
故
事
は
発
話
の
非
流
暢
性
を
示
す
例
の
中
で
も
や
や
特
殊
で
あ
り
、
具
体
的
な
吃
音
の
症
状
が
文
字
化
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
彼
の
場
合
は
発
話
の
途
中
に
「
期
期
」
と
音
が
挟
ま
れ
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
分
類
に
照
ら
す
に

難
発
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
皇
太
子
の
廃
嫡
を
目
指
す
高
祖
劉
邦
に
対
し
て
、
自
身
が
吃
音
で
あ
る
た
め
に
流
暢
に

言
葉
が
発
せ
な
い
こ
と
を
断
り
な
が
ら
も
、
激
し
い
怒
り
で
も
っ
て
諫
言
す
る
周
昌
の
姿
が
描
か
れ
る
。

武
帝
時
、
江
公
與
董
仲
舒
並
。
仲
舒
通
五
經
、
能
持
論
、
善
屬
文
。
江
公
吶
於
口
、
上
使
與
仲
舒
議
、
不
如
仲
舒
。

 
 

武
帝
の
時
、
江
公
は
董
仲
舒
と
並
ぶ
。
仲
舒
は
五
経
に
通
じ
、
持
論
を
能
く
し
、
善
く
文
を
属
す
。
江
公
は
口
に
訥
に
し
て
、

上
は
仲
舒
と
議
せ
し
む
る
も
、
仲
舒
に
如
か
ず
。

 

（『
漢
書
』
巻
八
十
八  

儒
林  

瑕
丘
江
公
伝
）

前
漢
の
武
帝
期
に
経
学
博
士
で
あ
っ
た
瑕
丘
江
公
（
生
卒
年
未
詳
）
も
発
話
が
流
暢
で
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
董
仲
舒
と
並

び
評
さ
れ
た
が
、
武
帝
の
命
の
も
と
『
春
秋
』
に
関
す
る
討
論
を
行
い
、
董
仲
舒
に
及
ば
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
董
仲
舒
の
「
持
論
」

と
瑕
丘
江
公
の
「
吶
於
口
」
が
対
比
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
話
の
得
手
不
得
手
も
議
論
の
決
着
に
影
響
を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
文
人
や
文
官
だ
け
で
な
く
、
武
官
の
中
に
も
同
様
の
特
徴
を
持
つ
者
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

廣
吶
口
少
言
、
與
人
居
、
則
畫
地
爲
軍
陳
、
射
闊
狹
以
飮
。
專
以
射
爲
戲
。

 
 （

李
）
広
は
吶
口
に
し
て
少
言
な
れ
ば
、
人
と
居
れ
ば
、
則
ち
地
に
描
き
て
軍
陳
と
為
し
、
闊
狭
を
射
て
以
て
飲
む
。
専
ら
射
を

以
て
戯
れ
と
為
す
。

 

（『
漢
書
』
巻
五
十
四  

李
広
伝
）

前
漢
の
名
高
い
将
軍
で
あ
る
李
広
（
？
~
前
一
一
九
）
の
場
合
は
、
言
葉
を
詰
ま
る
こ
と
な
く
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
会
話
が
少

な
く
な
り
、
他
者
と
一
緒
の
際
は
地
面
に
描
き
出
し
て
自
己
の
考
え
を
披
露
し
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
筆
談
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

休
爲
人
質
朴
訥
口
、
而
雅
有
心
思
、
精
研
六
經
、
世
儒
無
及
者
。

 
 （

何
）
休
の
為
人
は
質
朴
に
し
て
訥
口
、
而
し
て
雅
に
し
て
心
思
有
り
、
六
経
を
精
研
す
れ
ば
、
世
儒
の
及
ぶ
者
無
し
。

 
（『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
下  

儒
林
下  

何
休
伝
）
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後
漢
を
代
表
す
る
経
学
者
で
あ
る
何
休
（
一
二
九
~
一
八
二
）
は
「
質
朴
」
と
併
記
さ
れ
る
た
め
、
個
人
の
性
質
か
ら
流
暢
な
発
話

が
し
づ
ら
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
場
合
は
六
経
に
対
す
る
理
解
が
世
儒
を
圧
倒
し
て
お
り
、『
春
秋
公
羊
解
詁
』
な
ど
『
春

秋
』
に
関
す
る
書
物
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
述
を
得
意
と
し
た
点
で
韓
非
や
司
馬
相
如
と
共
通
す
る
。
次
の
例
を
挙
げ
る
。

郭
林
宗
常
謂
儒
口
訥
心
辯
、
有
珪
璋
之
質
。

 
 

郭
林
宗
常
に
謂
え
ら
く
（
劉
）
儒
は
口
は
訥
な
る
も
心
は
弁
な
れ
ば
、
珪
璋
の
質
有
り
と
。

 

（『
後
漢
書
』
巻
六
十
七  

党
錮  

劉
儒
伝
）

後
漢
後
期
の
官
僚
で
あ
っ
た
劉
儒
（
？
~
一
六
八
）
も
発
話
に
難
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
漢
を
代
表
す
る
儒
者
で
あ
っ
た
郭
泰

が
劉
儒
を
評
し
て
、
発
話
は
流
暢
で
は
な
い
が
そ
の
心
の
内
は
雄
弁
で
あ
り
、
玉
器
に
も
比
す
べ
き
高
尚
さ
を
備
え
て
い
る
と
す
る
。

先
秦
か
ら
後
漢
ま
で
を
範
囲
と
し
て
「
発
話
の
非
流
暢
性
」
を
特
徴
に
持
つ
人
々
を
列
挙
し
た
が
、
こ
こ
に
は
以
下
の
共
通
性
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
周
昌
の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
吃
音
を
含
め
た
発
話
の
非
流
暢
性
と
い
う
身
体
的
特
質
が
必
ず
し
も
否
定
的
な

認
識
を
持
た
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
周
昌
の
場
合
は
吃
り
を
交
え
た
決
死
の
諫
言
の
後
、
劉
邦
は
彼
の
症
状
を
嘲
笑
す
る
こ

と
な
く
欣
然
と
し
て
受
け
入
れ
、
太
子
の
廃
嫡
を
撤
回
し
て
い
る
。
ま
た
呂
后
も
跪
謝
と
い
う
過
分
な
感
謝
を
示
し
て
お
り
、
彼
ら
の

態
度
か
ら
は
吃
り
と
い
う
症
状
を
批
判
的
に
捉
え
る
意
識
は
見
え
な
い
。
無
論
、
高
祖
劉
邦
夫
妻
と
周
昌
の
積
年
の
関
係
性
あ
っ
て
こ

そ
の
故
事
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
発
話
の
非
流
暢
性
が
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
明
ら
か
な
障
害
で
は
な
い
点
は
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
れ
は
他
の
例
も
同
様
で
あ
り
、
韓
非
子
は
吃
音
で
は
あ
っ
た
が
秦
へ
の
外
交
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
司
馬
相
如
も
そ
の
文
才
で
も
っ

て
武
帝
の
宮
中
に
侍
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
李
広
は
対
匈
奴
征
伐
で
の
数
多
の
軍
功
が
知
ら
れ
、
瑕
丘
江
公
も
董
仲
舒
と
の
論
戦
に

敗
れ
た
と
は
い
え
、
討
論
の
場
は
公
平
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
漢
ま
で
は
こ
う
し
た
発
話
の
困
難
を
伴
う
症
状
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
不
利
に
は
働
か
な
か
っ
た
場
合
が
多
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
こ
う

し
た
特
質
を
持
つ
人
々
の
多
く
が
、
文
章
創
作
を
得
意
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
韓
非
や
司
馬

相
如
、
そ
し
て
揚
雄
や
『
春
秋
公
羊
解
詁
』
を
著
し
た
何
休
も
そ
う
で
あ
る
し
、
劉
儒
も
桓
帝
期
に
頻
発
し
た
災
異
へ
の
献
策
と
し
て

「
封
事
十
条
」
を
上
奏
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
断
で
き
る（

５
）。

以
上
、
先
秦
か
ら
後
漢
に
か
け
て
は
、
発
話
が
流
暢
で
は
な
い
人
々
の
多
く
が
文
武
の
両
面
に
お
い
て
社
会
生
活
を
送
る
上
で
必
ず
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し
も
不
利
益
を
被
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
文
官
の
多
く
に
著
述
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
中
に
文
章
創
作

を
得
意
と
し
た
人
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
の
二
点
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

（
２
）
魏
晋
南
北
朝
期

各
時
代
は
連
続
し
て
い
る
た
め
、
後
漢
か
ら
三
国
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
ま
で
の
特
徴
が
消
滅
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
後
漢
か
ら
三
国
、
両
晋
か
ら
南
北
朝
へ
と
時
代
が
降
る
中
で
、
発
話
が
流
暢
で
は
な
い
と
い
う
特
徴
に
対
す

る
社
会
の
理
解
、
そ
し
て
自
己
の
認
識
に
も
一
定
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
以
下
で
そ
の
過
程
を
確
認
す
る
。

爲
都
尉
學
士
、
以
口
吃
、
不
得
作
幹
佐
。
爲
稲
田
守
叢
草
吏
。

 
 （

鄧
艾
は
）
都
尉
学
士
と
為
る
も
、
口
吃
な
る
を
以
て
、
幹
佐
を
作
す
を
得
ず
。
稲
田
守
叢
草
吏
と
為
る
。

 

（『
三
国
志
』
魏
書
巻
二
十
八  

鄧
艾
伝
）

曹
魏
の
中
後
期
に
活
躍
し
た
鄧
艾
（
一
九
七
~
二
六
四
）
も
吃
音
に
悩
ま
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
本
伝
に
は
都
尉
学
士
に
任
じ
ら
れ

る
も
吃
音
の
た
め
に
職
務
を
全
う
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
屯
田
を
掌
る
稲
田
守
叢
草
吏
に
就
い
た
と
あ
る
。
後
に
司
馬
懿
に
見
出
さ
れ

た
こ
と
で
世
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
官
途
の
最
初
期
に
は
吃
音
を
理
由
に
苦
労
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鄧
艾
の
吃
音
故
事
と

し
て
は
、
本
伝
よ
り
も
次
の
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

鄧
艾
口
喫
、
語
稱
「
艾
艾
。」
晉
文
王
戲
之
曰
「
卿
云
「
艾
艾
」、
定
是
幾
艾
。」
對
曰
「「
鳳
兮
鳳
兮
」、
故
是
一
鳳
。」

 
 

鄧
艾
は
口
喫
な
れ
ば
、
語
る
に
「
艾
艾
」
と
称
す
。
晋
の
文
王
之
に
戯
れ
て
曰
く
「
卿
の
「
艾
艾
」
と
云
へ
る
、
定
め
て
是
れ

幾
艾
な
る
や
」
と
。
対
へ
て
曰
く
「「
鳳
や
鳳
や
」
と
あ
る
は
、
故
よ
り
是
れ
一
鳳
な
り
」
と
。

前
節
に
示
し
た
周
昌
の
「
期
期
」
と
同
じ
く
実
際
に
吃
る
様
子
を
書
き
留
め
た
珍
し
い
例
で
あ
る
。
鄧
艾
が
自
ら
を
呼
ぶ
際
に
「
艾

艾
」
と
複
数
回
発
声
す
る
症
状
が
そ
う
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
現
在
の
連
発
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
司
馬
昭
が
、
お
前
は
「
艾

艾
」
と
言
う
が
、
果
た
し
て
鄧
艾
は
何
人
い
る
の
か
と
戯
れ
に
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
鄧
艾
は
『
論
語
』
微
子
篇
に
見
え
る
狂
接
輿
が

孔
子
に
返
し
た
歌
詞
を
引
用
し
、「
鳳
や
鳳
や
」
と
唱
う
鳳
は
一
羽
な
の
だ
か
ら
、「
艾
艾
」
も
私
一
人
な
の
で
す
と
見
事
に
切
り
返
す

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
因
み
に
、
周
昌
故
事
と
併
せ
た
「
期
期
艾
艾
」
は
吃
音
症
状
を
形
容
す
る
成
語
と
し
て
現
在
も
用
い
ら
れ
る
。
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崔
琰
字
季
珪
、
清
河
東
武
城
人
也
。
少
樸
訥
、
好
擊
劍
、
尚
武
事
。
年
二
十
三
、
鄕
移
爲
正
、
始
感
激
、
讀
論
語
・
韓
詩
。
至
年

二
十
九
、
乃
結
公
孫
方
等
就
鄭
玄
受
學
。

 
 

崔
琰
字
季
珪
、
清
河
東
武
城
の
人
な
り
。
少
き
と
き
樸
訥
と
し
て
、
擊
剣
を
好
み
、
武
事
を
尚
ぶ
。
年
二
十
三
に
し
て
、
郷
移

り
て
正
と
為
り
、
始
め
感
激
し
て
、『
論
語
』『
韓
詩
』
を
読
む
。
年
二
十
九
に
至
り
て
、
乃
ち
公
孫
方
等
と
結
び
て
鄭
玄
に
就

き
て
学
を
受
く
。

 

（『
三
国
志
』
魏
書
巻
十
二  

崔
琰
伝
）

後
漢
末
に
袁
紹
に
仕
え
、
後
に
曹
操
に
降
っ
た
崔
琰
（
？
~
二
一
六
）
は
、
幼
少
の
頃
に
は
「
樸
訥
」
で
武
芸
を
好
ん
だ
が
、
後
に

『
論
語
』『
韓
詩
』
に
親
し
み
、
僅
か
で
は
あ
っ
た
が
鄭
玄
に
も
師
事
し
た
と
い
う
。「
樸
訥
」
か
ら
は
彼
の
性
質
的
側
面
が
強
く
認
め
ら

れ
る
が
、
崔
琰
自
身
が
著
し
た
「
述
初
賦
」
序
文
に
は
、
彼
自
身
の
認
識
と
し
て
発
話
に
難
が
あ
っ
た
こ
と
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

琰
性
頑
口
訥
、
至
二
十
九
、
粗
關
書
傳
。

 
 

琰
の
性
は
頑
と
し
て
口
訥
あ
り
、
二
十
九
に
至
り
て
、
粗ほ

ぼ
書
伝
に
関
る
。

 

（︹
三
国
魏
︺
崔
琰
「
述
初
賦
」
序
、『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
七  

人
部  

行
旅
）

崔
琰
は
自
身
の
性
格
を
述
べ
る
際
に
「
口
訥
」
を
用
い
る
が
、
こ
う
し
た
自
己
認
識
と
本
伝
の
記
載
内
容
に
鑑
み
る
に
、
崔
琰
に
は

一
定
程
度
の
発
話
の
非
流
暢
性
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
章
が
創
作
で
き
か
つ
発
話
に
困
難
を
伴
う
点
で
、
崔
琰
は
前
節
に
挙

げ
た
司
馬
相
如
や
揚
雄
と
類
似
す
る
。
こ
う
し
た
吃
音
に
類
し
た
症
状
を
持
つ
文
人
は
魏
晋
南
北
朝
期
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
以
下
で

確
認
し
た
い
。
西
晋
時
期
に
は
本
稿
冒
頭
に
示
し
た
左
思
の
ほ
か
に
成
公
綏
（
二
三
一
~
二
七
三
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

成
公
綏
口
訥
不
能
談
論
、
嘿
而
内
朗
、
人
有
劇
問
、
以
筆
墨
答
之
。

 
 

成
公
綏
は
口
訥
に
し
て
談
論
す
る
こ
と
能
は
ず
、
嘿も
く

す
る
も
内
は
朗あ
か

る
し
、
人
の
劇は
げ

し
く
問
ふ
も
の
有
ら
ば
、
筆
墨
以
て
之
に

答
ふ
。

 

（
張
騭
『
文
子
伝
』、『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
六
十
四  

人
事
部
一
百
五  

訥
）

成
公
綏
は
自
作
の
「
天
地
賦
」
が
西
晋
の
文
学
活
動
を
主
導
し
た
張
華
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
人
物
で
、『
文
選
』
に
も
「
嘯
賦
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
も
吃
音
症
状
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
激
論
を
交
わ
す
こ
と
が
難
し
く
、
筆
談
で
対
応
し
た
と
さ
れ
る（

６
）。
更
に
東

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

44



晋
以
降
の
該
当
者
を
以
下
に
挙
げ
る
。

璞
好
經
術
、
博
學
有
高
才
、
而
訥
於
言
論
、
詞
賦
爲
中
興
之
冠
。
好
古
文
奇
字
、
妙
於
陰
陽
算
曆
。

 
 （

郭
）
璞
は
経
術
を
好
み
、
博
学
に
し
て
高
才
有
り
、
而
し
て
言
論
に
訥
た
り
、
詞
賦
は
中
興
の
冠
為
り
。
古
文
奇
字
を
好
み
、

陰
陽
算
暦
に
妙
た
り
。

 

（『
晋
書
』
巻
七
十
二  

郭
璞
伝
）

郭
璞
（
二
七
六
~
三
二
四
）
は
本
伝
に
「
詞
賦
爲
中
興
之
冠
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
時
期
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
り
、『
文
選
』
に

も
「
江
賦
」
と
「
遊
仙
詩
」
七
首
が
採
ら
れ
る
。
同
時
に
『
爾
雅
』
や
『
山
海
経
』
に
注
釈
を
施
し
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
博
学
高
才
」

の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、「
言
論
に
訥
な
り
」
と
他
者
と
の
議
論
の
場
で
の
吃
り
の
症
状
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る（

７
）。

子
隆
在
荊
州
、
好
辭
賦
、
數
集
僚
友
、
朓
以
文
才
、
尤
被
賞
愛
、
流
連
晤
對
、
不
捨
日
夕
。
︙
︙
隆
昌
初
、
敕
朓
接
北
使
、
朓
自

以
口
訥
、
啓
讓
不
當
、
不
見
許
。

 
 

子
隆
は
荊
州
に
在
り
、
辞
賦
を
好
み
、
数
ば
僚
友
を
集
め
、
朓
は
文
才
を
以
て
、
尤
も
賞
愛
せ
ら
れ
、
流
連
晤
対
、
日
夕
を
捨

か
ず
。
︙
︙
隆
昌
初
、
朓
に
敕
し
て
北
使
を
接
が
し
む
る
に
、
朓
自
ら
口
訥
な
る
を
以
て
、
啓
譲
し
て
当
た
ら
ざ
ら
ん
と
す
る

も
、
許
さ
れ
ず
。

 

（『
南
斉
書
』
巻
四
十
七  

謝
朓
伝
）

謝
朓
（
四
六
四
~
四
九
九
）
も
『
文
選
』
に
多
数
の
詩
文
が
採
録
さ
れ
、
謝
霊
運
と
同
じ
く
山
水
詩
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼

の
場
合
は
、
北
朝
か
ら
の
使
者
の
応
接
を
命
じ
ら
れ
た
際
に
吃
音
を
理
由
に
辞
退
し
て
い
る
。
結
果
的
に
辞
退
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
公
に
主
張
で
き
る
程
度
に
は
発
話
の
困
難
の
症
状
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
辞
賦
を
愛
好
し
た
蕭
子
隆
に
よ
っ
て
謝
朓

が
賞
愛
を
受
け
た
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
蕭
子
隆
が
謝
朓
の
文
才
の
中
で
も
と
り
わ
け
辞
賦
に
注
目
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
疑
わ
れ
る
。『
文
選
』
を
見
る
限
り
、
謝
朓
は
山
水
詩
が
中
心
で
あ
り
辞
賦
作
品
の
収
録
は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
多
く
の
賦

作
を
残
し
て
お
り
、
し
か
も
他
者
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
る
か
た
ち
で
の
作
品
が
多
い（

８
）。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
謝
朓
に
も
高
水
準
で
の
賦

作
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
と
看
做
し
て
よ
い
。
何
故
敢
え
て
賦
作
を
注
視
す
る
か
は
、
本
稿
冒
頭
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
吃
音
症
状

を
持
つ
と
さ
れ
る
文
人
の
多
く
に
賦
作
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
北
朝
の
文
人
に
も
僅
か
で
は
あ
る
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

雅
嘗
論
允
曰
「
︙
︙
余
與
高
子
遊
處
四
十
年
矣
、
︙
︙
高
子
内
文
明
而
外
柔
弱
、
其
言
吶
吶
不
能
出
口
、
余
常
呼
爲
「
文
子
」」。

 
 （

游
）
雅
嘗
て
（
高
）
允
を
論
じ
て
曰
く
「
︙
︙
余  

高
子
と
遊
処
す
る
こ
と
四
十
年
、
︙
︙
高
子
内
は
文
明
に
し
て
外
は
柔
弱
、

其
の
言
は
吶
吶
と
し
て
口
よ
り
出
づ
る
能
は
ず
、
余
は
常
に
呼
び
て
「
文
子
」
と
為
す
」
と
。

 

（『
魏
書
』
巻
四
十
八  

高
允
伝
）

北
魏
の
頃
に
活
動
し
た
高
允
（
三
九
〇
~
四
八
七
）
は
、
崔
浩
と
と
も
に
北
魏
を
支
え
た
漢
人
士
大
夫
の
一
人
で
あ
る
。
四
十
年
来

の
交
流
が
あ
っ
た
游
雅
に
よ
る
高
允
評
に
は
、
言
葉
は
「
吶
吶
」
と
し
て
い
た
と
、
発
話
が
さ
ほ
ど
流
暢
で
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
こ
で
高
允
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
彼
が
発
話
の
困
難
を
抱
え
る
だ
け
で
な
く
、「
代
都
賦
」
や
「
鹿
苑
賦
」
の
よ
う
に
賦
作
を
も
残
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
政
治
家
と
し
て
の
貢
献
も
多
く
、
吃
り
の
症
状
は
恐
ら
く
は
軽
微
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

と
も
か
く
司
馬
相
如
や
揚
雄
と
類
似
す
る
特
質
を
持
つ
人
物
が
魏
晋
期
以
降
に
も
一
定
数
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
文
章
創
作
に
秀
で
た
文
人
以
外
で
の
発
話
の
非
流
暢
性
を
持
つ
人
々
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
の
か
。

羲
之
幼
訥
於
言
、
人
未
之
奇
。
年
十
三
、
嘗
謁
周
顗
、
顗
察
而
異
之
。
︙
︙
及
長
、
辯
贍
、
以
骨
鯁
稱
、
尤
善
隷
書
、
爲
古
今
之
冠
。

 
 （

王
）
羲
之
幼
く
し
て
言
に
訥
た
り
、
人
未
だ
之
を
奇
と
せ
ず
。
年
十
三
、
嘗
て
周
顗
に
謁
す
る
に
、
顗
察
て
之
を
異
と
す
。

︙
︙
長
ず
る
に
及
び
て
、
辯
は
贍
か
に
し
て
、
骨
鯁
た
る
を
以
て
称
せ
ら
る
、
尤
も
隷
書
を
善
く
し
、
古
今
の
冠
為
り
。

 

（『
晋
書
』
巻
八
十  

王
羲
之
伝
）

王
羲
之
（
三
〇
三
~
三
六
一
）
は
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
幼
少
期
は
吃
音
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
を
理
由
と
し
て
か
周
囲
か
ら
才
能
が
認
め
ら
れ
ず
、
成
長
後
の
様
子
と
し
て
弁
舌
の
巧
み
さ
が
示
さ
れ
る
。
現
代
医
学
が
指
す
発
達

性
吃
音
は
成
長
過
程
で
約
八
割
が
自
然
治
癒
す
る
と
さ
れ
る
が
、
王
羲
之
の
症
状
も
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

國
子
祭
酒
沈
約
・
吏
部
郞
謝
朓
嘗
於
吏
部
省
中
賓
友
倶
集
、
各
問
慰
祖
地
理
中
所
不
悉
十
餘
事
、
慰
祖
口
吃
、
無
華
辭
、
而
酬
據

精
悉
、
一
座
稱
服
之
。
朓
歎
曰
「
假
使
班
馬
復
生
、
無
以
過
此
。」

 
 

国
子
祭
酒
沈
約
・
吏
部
郎
謝
朓  

嘗
て
吏
部
省
中
に
賓
友
と
倶
に
集
ひ
、
各
の
（
崔
）
慰
祖
に
地
理
中
の
悉
な
ら
ざ
る
所
十
余
事

を
問
ふ
。
慰
祖
は
口
吃
に
し
て
、
華
辞
無
き
も
、
而
も
酬
拠
は
精
悉
た
り
、
一
座
は
之
に
称
服
す
。（
謝
）
朓
は
歎
じ
て
曰
く
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「
仮
使  

班
馬
の
復
た
生
ま
る
る
も
、
以
て
此
に
過
ぐ
る
こ
と
無
か
ら
ん
」
と
。

 

（『
南
斉
書
』
巻
五
十
二  

崔
慰
祖
伝
）

南
斉
時
期
に
官
僚
と
し
て
活
動
し
た
崔
慰
祖
（
四
六
五
~
四
九
九
）
に
つ
い
て
の
故
事
で
あ
る
。
沈
約
と
謝
朓
が
吏
部
省
内
で
友
人

ら
と
崔
慰
祖
に
地
理
の
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
す
べ
て
に
精
緻
な
回
答
を
し
た
た
め
に
一
座
の
嘆
服
を
得
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
そ
の
際
の
崔
慰
祖
の
性
質
と
し
て
発
話
に
困
難
が
あ
り
、
華
麗
な
修
辞
を
用
い
た
返
答
が
で
き
な
か
っ
た
と
説
明
が
加
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
自
ら
吃
音
の
症
状
を
持
っ
た
謝
朓
が
崔
慰
祖
に
対
し
て
激
賞
す
る
の
は
興
味
深
い
。
次
は
同
一
氏
族
内
で
の
例
で
あ
る
。

柔
盡
心
溫
凊
、
亦
同
己
親
。
宗
族
歎
重
之
。
性
聰
敏
、
好
學
、
未
弱
冠
、
解
屬
文
、
但
口
吃
不
能
持
論
。

 
 （

廬
）
柔
は
尽
心
温
凊
に
し
て
、
亦
た
己
が
親
と
同
じ
く
す
。
宗
族
歎
じ
て
之
を
重
ん
ず
。
性
は
聡
敏
に
し
て
、
学
を
好
み
、
未

だ
弱
冠
な
ら
ず
し
て
、
文
を
属
す
る
を
解
す
も
、
但
だ
口
吃
な
れ
ば
論
を
持
す
能
は
ず
。

 

（『
周
書
』
巻
三
十
二  

廬
柔
伝
）

楚
少
有
才
學
、
鯁
急
口
吃
、
言
語
澀
難
。

 
 （

廬
）
楚
は
少
く
し
て
才
学
有
り
、
鯁
急
に
し
て
口
吃
あ
り
、
言
語
は
渋
難
な
り
。

 

（『
隋
書
』
巻
七
十
一  

廬
楚
伝
）

前
者
は
北
周
の
廬
柔
（
生
卒
年
未
詳
）
で
あ
り
、
後
者
は
隋
の
廬
楚
（
？
~
六
一
八
）
で
あ
る
。
廬
柔
は
吃
音
を
原
因
に
議
論
が
不

得
手
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
廬
楚
は
発
話
の
困
難
さ
が
重
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
彼
ら
を
併
記
し
た
の
は
、
彼
ら
が
い
ず

れ
も
范
陽
廬
氏
の
出
身
で
あ
り
、
吃
音
が
発
症
す
る
原
因
と
し
て
遺
伝
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
先
の
王
羲
之
の
例
と
同

じ
く
、
現
代
医
学
か
ら
の
裏
付
け
が
可
能
で
あ
る
点
は
面
白
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
挙
げ
た
人
々
は
、
瑯
琊
王
氏
・
清
河
崔
氏
・
范
陽
廬

氏
と
い
ず
れ
も
南
朝
貴
族
層
に
位
置
し
、
謝
朓
が
陳
郡
陽
夏
謝
氏
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
よ
い
。

以
上
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
発
話
の
非
流
暢
性
を
特
徴
に
持
つ
人
々
を
列
挙
し
て
き
た
が
、
中
に
は
左
思
や
郭
璞
と
い
っ
た
文
人
も
い

れ
ば
、
謝
朓
に
激
賞
さ
れ
た
崔
慰
祖
が
い
る
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
不
利
益
を
被
っ
て
い
な
い
よ
う
で
も
あ

り
、
こ
の
点
で
両
漢
以
前
と
の
差
違
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
社
会
生
活
上
の
不
利
は
徐
々
に
顕
在
化
し
て
お
り
、
そ

の
一
端
は
本
節
冒
頭
に
示
し
た
鄧
艾
の
例
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
鄧
艾
と
司
馬
昭
の
や
り
と
り
は
親
し
い
間
柄
で
の
軽
い
冗
談
で
あ
っ
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た
か
も
し
れ
な
い
が
、『
世
説
新
語
』
が
編
ま
れ
た
劉
宋
時
期
に
こ
の
故
事
が
吃
音
を
嘲
笑
す
る
文
脈
で
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
点
は
注

目
に
値
す
る（

９
）。
こ
う
し
た
発
話
の
困
難
さ
に
対
す
る
嘲
り
の
傾
向
は
他
に
も
確
認
で
き
る
。

偉
性
吃
、
少
時
嘗
逐
鹿
於
野
、
失
之
、
遇
牧
豎
而
問
焉
。
牧
豎
答
之
、
其
言
亦
吃
。
偉
怒
、
謂
其
効
己
、
遂
射
殺
之
。
其
忍
暴
如
此
。

 
 （

鄭
）
偉
は
性
は
吃
あ
り
、
少
き
時
嘗
て
鹿
を
野
に
逐
ひ
て
、
之
を
失
ふ
。
牧
竪
に
遇
へ
ば
焉
に
問
ふ
。
牧
竪  

之
に
答
ふ
る
も
、

其
の
言
も
亦
た
吃
な
り
。
偉
怒
り
て
、
其
の
己
に
効
ふ
を
謂
ひ
て
、
遂
に
之
を
射
殺
す
。
其
の
忍
暴
な
る
こ
と
此
の
如
し
。

 

（『
周
書
』
巻
三
十
六  

鄭
偉
伝
）

北
周
の
時
期
に
主
に
武
将
と
し
て
仕
え
た
鄭
偉
（
五
一
五
~
五
七
一
）
も
吃
音
の
症
状
が
あ
っ
た
。
若
い
頃
に
鹿
狩
り
に
出
た
が
獲

物
を
見
失
っ
た
た
め
に
牧
童
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
牧
童
が
吃
音
を
ま
ね
て
回
答
し
た
た
め
に
逆
上
し
て
射
殺
し
た
と
さ
れ
る
。
本
伝
で

は
鄭
偉
の
残
虐
性
に
注
目
す
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
二
点
に
注
意
し
た
い
。
ま
ず
、
鄭
偉
が
吃
音
を
自
ら
の
欠
点
と
認
識
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
彼
の
怒
り
の
き
っ
か
け
が
牧
童
に
よ
る
吃
音
の
ま
ね
に
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

発
話
の
非
流
暢
性
が
社
会
全
体
の
中
で
嘲
笑
や
侮
蔑
の
対
象
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
り
、
牧
童
の
反
応
は
子
供
の
無
邪
気
さ
か

ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
鄭
偉
の
怒
り
の
発
端
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
吃
音
を
侮
蔑
す
る
風
潮
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

魏
晋
期
以
降
、
発
話
の
流
暢
性
に
対
す
る
社
会
の
認
識
が
当
事
者
に
と
っ
て
の
欠
点
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
変
化
し
た
可
能
性
は
、
先

述
し
た
西
晋
の
左
思
の
例
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
左
思
の
場
合
は
「
貌
寢
、
口
訥
」
と
彼
自
身
の
容
貌
の
醜
さ
と
併
置
さ
れ
て
吃
音
が

挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
魏
晋
期
以
降
に
も
類
似
例
が
確
認
で
き
る
。

度
容
貌
壯
醜
、
皮
膚
若
漆
、
質
直
木
訥
、
口
不
能
出
言
。

 
 （

焦
）
度
は
容
貌
壮
醜
、
皮
膚
は
漆
の
若
く
、
質
直
木
訥
に
し
て
、
口
は
言
を
出
だ
す
能
は
ず
。

 

（『
南
史
』
巻
四
十
六  

焦
度
伝
）

劉
宋
か
ら
南
斉
時
期
の
武
将
で
あ
る
焦
度
（
四
二
三
~
四
八
三
）
に
つ
い
て
、
そ
の
容
貌
は
醜
悪
で
、
皮
膚
も
漆
の
よ
う
に
黒
か
っ

た
と
い
う（

（1
（

。
彼
の
木
訥
な
性
格
と
発
話
に
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
左
思
の
様
子
の
描
き
方
と
同
質
で
あ
る
。

君
信
弟
君
彦
、
容
貌
短
小
、
言
辭
澁
訥
、
少
有
才
學
。

 
 （

祖
）
君
信
の
弟
君
彦
、
容
貌
は
短
小
、
言
辞
は
渋
訥
な
る
も
、
少
く
し
て
才
学
有
り
。
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（『
北
斉
書
』
巻
三
十
九  

祖
君
彦
伝
）

隋
代
に
主
に
文
書
官
と
し
て
活
動
し
た
祖
君
彦
（
？
~
六
一
八
）
も
先
の
例
と
同
じ
く
、
容
貌
と
の
対
比
で
発
話
の
困
難
が
指
摘
さ

れ
る
。「
渋
訥
」
と
あ
る
か
ら
に
は
か
な
り
重
度
の
吃
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
容
貌
と
吃
音
を
並
べ
置
く
傾
向
は
、
当
事

者
の
意
識
下
に
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

洪
之
爲
人
也
、
而
騃
野
、
性
鈍
口
訥
、
形
貌
醜
陋
、
而
終
不
辯
自
矜
飾
也
。

 
 （

葛
）
洪
の
為
人
た
る
や
、
騃
野
に
し
て
、
性
は
鈍
く
口
は
訥
、
形
貌
は
醜
陋
に
し
て
、
終
に
自
ら
の
矜
飾
を
弁
ぜ
ざ
る
な
り
。

 

（『
抱
朴
子
』
自
叙
篇
）

葛
洪
（
二
八
三
？
~
三
六
三
？
）
は
『
抱
朴
子
』
自
叙
篇
で
愚
昧
で
粗
野
だ
と
自
ら
を
卑
下
し
た
上
で
、
性
格
も
遅
鈍
で
発
話
も
流

暢
で
は
な
く
、
容
姿
も
醜
く
卑
し
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
謙
遜
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
醜
い
容
貌
と
併
置
す
る

こ
と
か
ら
は
発
話
の
困
難
が
欠
点
だ
と
社
会
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
例
か
ら
も
窺
え
る
。

孫
盛
曰
、
聞
之
長
老
、
魏
明
帝
天
姿
秀
出
、
立
髮
垂
地
、
口
吃
少
言
、
而
沈
毅
好
斷
。

 
 

孫
盛
曰
く
、
之
を
長
老
に
聞
く
に
、
魏
明
帝
は
天
姿
秀
出
し
、
髪
は
立
ち
て
地
に
垂
る
、
口
吃
に
し
て
少
言
な
る
も
、
沈
毅
に

し
て
好
く
断
ず
。

 

（『
三
国
志
』
魏
書
巻
三  

明
帝
紀  

裴
松
之
注
引
孫
盛
書
）

明
帝
曹
叡
の
外
貌
と
性
質
が
長
老
か
ら
の
伝
聞
で
記
録
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
曹
叡
の
優
れ
た
容
貌
と
対
置
す
る
か
た
ち
で
吃
音

の
症
状
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
曹
叡
の
吃
音
の
症
状
が
陳
寿
が
著
し
た
『
三
国
志
』
明
帝
紀
本
文
に
は
見
え
ず
、

裴
松
之
注
に
の
み
見
え
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
孫
盛
（
三
〇
二
~
三
七
三
）
は
東
晋
時
期
の
人
で
あ
る
の
で
、
彼
の
著
作
を
陳
寿
が

見
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
明
帝
に
関
す
る
情
報
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る（

（1
（

。
と
な
れ
ば
、
情
報
の
選
択
に
は
陳
寿

の
意
識
が
介
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
で
「
口
吃
少
言
」
を
採
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
を
明
帝
を
評
す
る
の
に
相
応
し
く
な
い
と

陳
寿
が
判
断
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
晋
の
頃
に
は
既
に
発
話
が
流
暢
で
な
い
こ
と
を
好
ま
し
く
な
い
と
す

る
風
潮
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
陳
寿
も
『
三
国
志
』
中
に
敢
え
て
採
ら
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
魏
晋
南
北
朝
ま
で
の
状
況
を
総
括
す
れ
ば
、
発
話
に
困
難
を
抱
え
る
人
々
は
一
定
数
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
中
に
は
左
思
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や
郭
璞
、
謝
朓
の
よ
う
に
詩
賦
の
創
作
に
優
れ
、
ま
た
葛
洪
の
よ
う
に
著
述
を
得
意
と
し
た
者
も
多
く
、
こ
の
点
は
後
漢
ま
で
と
共
通

す
る
。
一
方
、
彼
ら
に
対
す
る
理
解
や
自
己
認
識
は
徐
々
に
欠
点
と
看
做
さ
れ
、
嘲
笑
や
侮
蔑
の
対
象
と
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
発
話
に
困
難
が
あ
っ
た
人
々
に
貴
族
層
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
の
出
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
発
話
の
非
流
暢
さ
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
て
も
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
無

論
、
そ
う
で
は
な
い
人
々
も
い
る
が
、
貴
族
制
が
確
立
し
て
い
っ
た
こ
の
時
期
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
こ
う
し
た
変
化
を
捉
え
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
点
は
後
漢
ま
で
と
明
ら
か
に
状
況
が
異
な
る
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
。

（
３
）
唐
代

唐
代
に
つ
い
て
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
ま
で
と
比
較
し
た
場
合
、「
発
話
の
非
流
暢
性
」
を
特
徴
と
す
る
人
物
の
登
場
が
極
端
に
減
少
す

る
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
該
当
す
る
者
は
『
茶
経
』
の
執
筆
で
知
ら
れ
る
陸
羽
（
七
三
三
？
~
八
〇
四
？
）
が
い
る
。

貌
侻
陋
、
口
吃
而
辯
。

 
 （

陸
羽
）
貌
は
侻
陋
に
し
て
、
口
吃
な
る
も
弁
な
り
。

 

（『
新
唐
書
』
巻
一
百
六
十
九  

隠
逸  

陸
羽
伝
）

陸
羽
に
つ
い
て
も
魏
晋
南
北
朝
ま
で
の
例
と
同
じ
く
、
風
采
の
上
が
ら
な
い
容
貌
と
吃
音
と
が
併
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
特
質
が
当
時
に
さ
ほ
ど
好
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の
例
を
挙
げ
る
。

丘
訥
於
言
、
所
白
奏
帝
多
不
喜
、
改
太
子
賓
客
、
襲
父
封
。

 
 （

王
）
丘
は
言
に
訥
に
し
て
、
白
す
る
所
の
奏
は
帝
多
く
喜
ば
ず
、
太
子
賓
客
に
改
め
、
父
の
封
を
襲
ふ
。

 

（『
新
唐
書
』
巻
一
百
二
十
九  

王
丘
伝
）

盛
唐
の
頃
に
官
僚
と
し
て
活
動
し
た
王
丘
（
？
~
七
四
三
）
で
あ
る
が
、
発
話
に
困
難
が
あ
っ
た
た
め
か
、
彼
が
上
奏
す
る
場
合
は

皇
帝
の
意
に
適
わ
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
か
太
子
賓
客
の
職
に
遷
さ
れ
た
と
あ
る
。
王
丘
は
そ
れ
以
前
に
は
職
歴
を
重
ね
て
お

り
、
発
話
の
困
難
が
直
ち
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
指

摘
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
発
話
の
困
難
が
唐
代
に
お
い
て
明
ら
か
な
欠
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
例
を
次
に
挙
げ
る
。
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帝
外
晦
而
内
朗
、
嚴
重
寡
言
、
視
瞻
特
異
、
幼
時
宮
中
以
爲
不
慧
。
十
餘
歳
時
、
遇
重
疾
沈
綴
、
忽
有
光
輝
燭
身
、
蹶
然
而
興
、

正
身
拱
揖
、
如
對
臣
僚
。
乳
媼
以
爲
心
疾
、
穆
宗
視
之
、
撫
其
背
曰
「
此
吾
家
英
物
、
非
心
憊
也
。」
賜
以
玉
如
意
・
御
馬
・
金

帶
。
常
夢
乘
龍
昇
天
、
言
之
於
鄭
后
、
乃
曰
「
此
不
宜
人
知
者
、
幸
勿
復
言
。」
歷
大
和
・
會
昌
朝
、
兪
事
韜
晦
、
羣
居
游
處
、
未

嘗
有
言
。

 
 

帝
は
外
は
晦
く
内
は
朗
ら
か
な
る
も
、
厳
重
な
る
寡
言
に
し
て
、
視
瞻
も
特
だ
異
な
れ
り
、
幼
時
に
宮
中
以
て
不
慧
と
為
す
。

十
余
歳
の
時
、
重
疾
に
遇
ひ
て
沈
綴
し
、
忽
ち
光
輝
の
身
を
燭
す
こ
と
有
り
、
蹶
然
と
し
て
興
き
て
、
身
を
正
し
て
拱
揖
す
る

こ
と
、
臣
僚
に
対
す
る
が
如
し
。
乳
媼
以
て
心
疾
と
為
し
、
穆
宗
之
を
視
て
、
其
の
背
を
撫
し
て
曰
く
「
此
れ
吾
が
家
の
英
物

な
り
、
心
の
憊
る
る
こ
と
非
ざ
る
な
り
」
と
。
賜
ふ
に
玉
如
意
・
御
馬
・
金
帯
を
以
て
す
。
常
て
龍
に
乗
り
天
に
昇
る
を
夢
み
、

之
を
鄭
后
に
言
へ
ば
、
乃
ち
曰
く
「
此
れ
宜
し
く
人
の
知
る
べ
き
者
に
非
ず
、
幸
ひ
に
復
た
言
ふ
こ
と
勿
れ
」
と
。
大
和
・
会

昌
朝
を
歴
て
、
兪
よ
韜
晦
す
る
こ
と
を
事
と
し
、
群
居
游
処
に
て
、
未
だ
嘗
て
言
ふ
こ
と
有
ら
ず
。

 

（『
旧
唐
書
』
巻
十
八
下  

宣
宗
本
紀
）

こ
れ
は
中
晩
唐
期
の
宣
帝
李
忱
（
在
位
八
四
七－

八
五
九
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
「
吃
」
や
「
訥
」
で
は
な
く
「
寡
言
」
を
用
い

る
が
、
幼
い
頃
は
極
度
の
口
数
の
少
な
さ
と
視
線
の
異
常
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
、
こ
れ
は
現
在
一
般
に
は
吃
音
と
斜
視
の
症
状
が
あ
っ

た
も
の
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
症
状
に
よ
っ
て
幼
児
期
の
李
忱
は
「
不
慧
」
と
看
做
さ
れ

て
い
た
点
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
吃
音
や
斜
視
と
い
っ
た
症
状
が
明
確
に
身
体
的
欠
点
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、

宣
宗
の
吃
音
そ
の
も
の
は
幼
児
期
特
有
の
も
の
で
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
改
善
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
王
羲
之
と
も
共
通
す
る
。
次
に
注

目
す
べ
き
は
、
宣
宗
の
夢
見
の
内
容
を
母
の
鄭
后
に
伝
え
た
と
こ
ろ
口
外
を
禁
止
さ
れ
、
そ
の
後
の
大
和
・
会
昌
年
間
に
一
言
も
発
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
幼
少
期
か
ら
の
吃
音
の
症
状
と
は
異
な
り
、
宣
宗
自
身
が
自
覚
的
に
発
話
し
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
が
、
十
歳
頃
を
境
に
症
状
が
解
消
し
た
後
も
ま
だ
症
状
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
宣
宗
に
よ
る
皇
族
間
の
争
い
か
ら
身
を
避
け
る
処
世
術
で
も
あ
っ
た
と
言
え
、
唐
代
に
お
い
て
は
吃
音
症

状
が
社
会
的
政
治
的
活
動
を
行
う
際
に
欠
点
と
看
做
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
整
理
を
通
じ
て
、
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で
を
範
囲
と
し
て
、
発
話
の
非
流
暢
性
を
備
え
た
人
々
の
出
現
状
況
を
概
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括
し
た
が
、
こ
う
し
た
症
状
が
社
会
の
中
で
欠
点
や
不
利
益
に
な
る
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
が
読
み
取
れ
よ
う
。
紙
幅
の

都
合
も
あ
り
、
こ
う
し
た
認
識
の
変
遷
の
背
景
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
魏
晋
期
以
降
の
貴
族
制
の
発
達
や
隋
唐
期
以
降

の
科
挙
制
度
の
実
施
な
ど
の
社
会
制
度
の
変
化
が
影
響
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
人
々
の
中
に
文
章
創
作
を
得
意
と

し
た
者
も
多
く
、
こ
と
辞
賦
に
限
っ
た
際
に
晋
代
以
前
に
集
中
し
た
背
景
に
は
、
当
時
の
辞
賦
作
品
の
創
作
と
受
容
の
在
り
方
、
そ
し

て
文
章
の
創
作
を
学
ぶ
た
め
の
具
体
的
方
法
が
強
く
影
響
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

注

（
１
）  

韓
非
子
に
つ
い
て
は
、
彼
の
吃
音
の
有
無
を
論
じ
た
も
の
に
飯
塚
由
樹
「
韓
非
吃
音
考
」（『
東
京
情
報
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
巻
二
号
、

二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
ま
た
司
馬
相
如
と
揚
雄
の
吃
音
に
つ
い
て
は
、
谷
口
洋
「
揚
雄
「
口
吃
」
与
模
擬
前
人
―
詩
論
文
学
書
面
化

与
其
影
響
」（『
辞
賦
研
究
論
文
集
―
第
五
届
国
際
辞
賦
研
討
会
』、
中
国
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「「
相
如
口
吃
而
善
著
書
」

―
詩
論
西
漢
以
前
的
弁
論
与
文
学
」（『
廿
一
世
紀
漢
魏
六
朝
文
学
新
視
角
―
康
達
維
教
授
花
甲
紀
念
論
文
集
』、
文
津
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
）、
同
「
口
吃
と
消
渇
―
司
馬
相
如
の
後
半
生
に
み
る
著
述
と
病
の
語
ら
れ
方
―
」（『
桃
の
会
論
集
』
六
集
、
小
南
一
郎
先
生

古
稀
紀
念
論
集
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
、
吃
音
と
文
学
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
研
究
は
更
に
乏
し

く
、
劉
明
「
揚
雄
的
「
口
吃
」」（『
光
明
日
報
』
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
六
日
十
六
版
）
が
管
見
の
限
り
確
認
で
き
た
す
べ
て
と
な
る
。

（
２
）  

吃
音
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（A

M
ED

）
の
研
究
開
発
課
題
「
発
達
性
吃
音
の
最
新
治
療
法
の
開
発
と
実
践

に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
」（
研
究
開
発
代
表
者
:
森
浩
一
）
に
よ
る
「
幼
児
吃
音
臨
床
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
1
版
）」（
二
〇
二
一

年
）
及
び
菊
池
良
和
『
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
吃
音
支
援
入
門
』（
学
苑
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
た
。
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は

吃
音
の
定
義
の
ほ
か
、
そ
の
原
因
や
特
徴
、
介
入
方
法
な
ど
も
記
載
さ
れ
、
そ
の
理
解
に
多
く
参
考
に
な
っ
た
。

（
３
）  

興
膳
宏
編
『
六
朝
詩
人
伝
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
「
左
思
」
の
項
で
は
「
口
は
ど
も
り
で
あ
っ
た
が
」
と
あ
る
。

（
４
）  

「
発
話
の
非
流
暢
性
」
を
特
徴
に
持
つ
人
々
の
一
覧
を
論
文
内
に
示
す
こ
と
、
及
び
宋
代
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
の
整
理
は
必
要
で
は
あ

る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
ま
た
別
の
方
法
で
の
整
理
公
開
を
考
え
て
い
る
。
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（
５
）  

『
後
漢
書
』
巻
六
十
七  

党
錮  

劉
儒
伝
に
「
桓
帝
時
、
數
有
灾
異
、
下
策
博
求
直
言
、
儒
上
封
事
十
條
、
極
言
得
失
、
辭
甚
忠
切
。
帝
不

能
納
、
出
為
任
城
相
（
桓
帝
の
時
、
数
ば
災
異
有
り
、
下
策
し
て
博
く
直
言
を
求
め
、
儒
は
封
事
十
条
を
上
り
、
得
失
を
極
言
し
、
辞
は

甚
だ
忠
切
な
り
。
帝
は
納
る
る
能
は
ず
、
出
で
て
任
城
の
相
と
為
る
）」
と
あ
る
。

（
６
）  
『
文
士
伝
』
の
内
容
に
虚
偽
妄
作
が
多
い
こ
と
や
そ
の
編
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
松
浦
崇
「
張
騭
『
文
子
伝
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文

学
論
集
』
第
七
号
、
一
九
七
八
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
仮
に
虚
偽
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
辞
賦
の
創
作
を
得
意
と
し
た
成
公

綏
と
「
発
話
の
非
流
暢
性
」
と
を
結
び
つ
け
る
何
ら
か
の
背
景
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
た
め
、
本
稿
の
論
旨
に
違
う

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
７
）  

前
掲
注
（
３
）
興
膳
書
の
「
郭
璞
」
項
に
は
「
訥
弁
で
あ
っ
た
が
」
と
あ
り
、
同
「
謝
朓
」
項
に
は
「
朓
は
口
下
手
を
理
由
に
」
と
あ

り
、
同
「
王
羲
之
」
項
に
は
「
子
ど
も
こ
ろ
口
べ
た
で
」
と
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
左
思
の
場
合
と
は
異
な
り
、
個
人
の
性
質
と
し
て

の
側
面
を
重
視
し
た
訳
と
な
っ
て
い
る
。

（
８
）  

例
え
ば
、
謝
朓
の
賦
作
と
し
て
『
全
斉
文
』
巻
二
十
七
に
は
九
篇
が
残
さ
れ
、
中
に
は
「
杜
若
賦
奉
隋
王
教
於
坐
獻
」
の
よ
う
に
他
者

（
隋
王
は
蕭
子
隆
を
指
す
）
か
ら
の
要
請
で
創
作
さ
れ
た
作
品
が
四
篇
あ
る
。

（
９
）  

井
波
律
子
『
世
説
新
語
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
）
で
、「
こ
の
癖
を
タ
ネ
に
し
て
司
馬
文
王
（
司
馬
昭
）
が
か
ら
か
っ

た
の
は
、
な
か
な
か
意
味
深
長
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
「
艾
」
に
は
卑
し
い
雑
草
と
さ
れ
る
「
ヨ
モ
ギ
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
し
た
が
っ

て
鄧
艾
が
ど
も
っ
て
艾
が
艾
が
と
い
え
ば
、
み
ず
か
ら
そ
の
卑
し
さ
を
強
調
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
鄧
艾
は
こ
の
意
地

の
悪
い
挑
戦
に
少
し
も
ひ
る
ま
ず
、
得
た
り
や
応
と
『
論
語
』
微
子
篇
の
一
節
を
と
り
あ
げ
反
論
す
る
。
連
呼
の
先
例
の
な
か
か
ら
、
鳳

と
い
う
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
素
材
を
扱
っ
た
も
の
を
提
示
し
、
文
王
に
し
っ
ぺ
返
し
を
く
わ
せ
る
の
で
あ
る
」
と
、
当
時
の
吃
音
に
対
す

る
理
解
の
様
子
を
説
明
す
る
。

（
10
）  

『
南
斉
書
』
巻
三
十
焦
度
伝
に
「
見
度
身
形
黑
壯
（
度
の
身
形
を
見
れ
ば
黒
壮
）」
と
あ
る
。

（
11
）  

『
三
国
志
』
魏
書
巻
三
明
帝
紀
の
陳
寿
評
に
「
評
曰
、
明
帝
沈
毅
斷
識
、
任
心
而
行
、
蓋
有
君
人
之
至
概
焉
（
評
に
曰
く
、
明
帝
は
沈
毅

に
し
て
断
識
、
心
に
任
せ
て
行
ひ
、
蓋
し
君
人
の
至
概
有
り
）」
と
、
孫
盛
が
長
老
か
ら
見
聞
し
た
明
帝
評
価
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
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